
Ⅳ.出土遺物

表御殿から出土した遺物は、土器類をはじめ金属製品
。木製品 。石製品さらに動本直物遺体に至るまで、その量

はおびただしい。ただ、表御殿がその創建当初から明治年間に解体 されるま
で、一度の大規模な天災

。人災も受

けることなく平和裡に事が移行したこともあり、出土遺物中に表御殿を特色付けるも
のはあまり遺存しておらず、

圧倒量が当時の日常雑器類それも比較的時代の新しいもので占められて
いる。ここでは、それらを逐次紹介する

だけの紙面も力量ももちあわせていないので、比較的遺存の良好であった資料を紹介す
るにとどめたい。

出土遺物の主たるものは、やはり土器である。陶磁器を中心に
土師質土器が若千含まれている。ところで、近

世後期の陶磁器として、当地には湖東焼が存在した。湖東焼は文政12年 (1829)、 城下
の商人絹屋半兵衛たちによ

り創始され、井伊直亮・直弼
。直憲の 3藩主の代に藩の御用窯として栄えた。その後衰退しながらも、再び民窯

として、窯の火は明治28年 (1895)ま で′点り続けた。この間、白く堅 く焼き締っ
た磁器を中心にt染付・金襴手 。

赤絵などの細やかで美しい焼物がつ くられた。現在、湖東焼は、ややもする
と豪華で華麗な美術工芸的側面のみ

が強調され、そのイメージが市中を席捲 している。しかし、湖東焼もまた当時各藩で試
みたと同様、殖産興業の

一翼を担う重要な商品であった。贈答用などに華麗な作品が制作される
一方で、日用品ないしそれに近い作品も

数多く焼かれている。 ところが、その方面の研究はほとんどなされておらず、未
体がわかっていないのが実情で

ある。本項で略記する資料中には、湖東焼と断定し得る前者の類例外にも、後者ではな
いかと推測されるものが

若千存在する。断定できるだけの資料的裏付けは
いまだないが、あえてそのことを明記して、読者諸賢の研究の

指標にしたいと思う。

茶碗

染付の磁器製茶碗を中心に、陶製のものが存在する。これらの茶碗は、そ
の器形からA一 Fの 6種に分類され

るようである。A類 (01-09)は 口縁に向かって緩やかに立ち上がる飯茶碗形のもの。 B類 (10-13)は
口縁端が外

反する端反回のもの。逆にC類 (14)は 回縁端が内傾する寄せ国のもの。腰胴部は九くおだやかな曲線となる。
D

類 (15-18)は半筒形を呈するもの。詳細にみると、腰部から胴部
ヘー度明確に曲折するタイプ (15。 16)と 、C類

風に丸く曲がるタイプ (17・ 18)の 2様が識別される。 E類 (19)は天目茶碗。そして F類 (20)は、口縁に向かって

直線的に開 くもの。「広東碗」の称がある。

01  灰白色の精良な素地に、青白発色の美しい釉を厚めにかけた青磁碗。口径12.2cm、 器高6.5cm、 高台径5.3

cmの法量。断面台形の輪状高台よりゆるやかに内湾して伸びる体部はそ
のまま口縁に至 り、端部に平坦面を形成

する。体部外面の蓮弁文は片切彫りで刻まれるが、鏑や間弁は表現されて
いない。見込には口縁端部に至るまで

一面に書J花文が描かれている。おそらくは14C後半から15Cに かけての年代観が得られるも
ので、中国は龍泉窯

系の製品と考えられる。器形および蓮弁文については青森県尻八館出土青磁碗に同タイ
プを見い出すものの、見

込文様はその類例を知見し得なP。 稀少な伝世品である。
(清水尚 )

02  蓋物の染付茶碗。体部外面 と蓋表には、太湖石と牡丹を中心に風にそよぐ秋草を器面にほどよく描 く。筆

にいきおいがあり、絵付の域をこえた絵画的手法が感じられる。見込と蓋裏には
一重の円圏の中央に牡丹のつぼ

みらしきものがワンポイント風に描かれており、蓋表の高台内には一重角枠に
「旭」の一字が判読される。素地

器土
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は精級で、染付の肌にほのかな青味がかかっている。湖東焼か。口径9.8cm、 身の器高4.9cm、 蓋付の総高6.2cmを

計る。 5 DttS E01出 土。

03  02同様蓋物の染付茶碗。呉須の発色 も良好であり、やはり湖東焼か。体部外面と蓋表には、軽妙な筆致で

銘花十友図が描かれる。蓋表の余白には、漢詩が書き加えられている。蓋表の高台内には二重円圏に「冨」の文

字が銘記される。身の口径 10,8cm、 器高4.6cm。 蓋は口径9.2cm、 器高2.8cm。 身は 8F区の能舞台漆喰桝内から、

蓋の一片は 7D区整地層、他の一片は 7 HttS D24内 からそれぞれ出土していたものが合致した資料。

04  体部外面に大小の丸文を散らした染付茶碗。素地はやや荒 く、呉須は釉 ともども褐色味を帯びる。いわゆ

るくらわんか手の茶碗。見込には 2重円圏の中央に退化した印判手五弁花文が配される。口径 11.4cm、 器高6.0

cm。 7F区 整地層内出土。

05  器壁は厚手で、青灰褐色味を帯びた釉がぽってりとかかる。体部外面には、草花文が軽快な筆致で描かれ

る。 くらわんか手の茶碗。日径 11.Ocm、 器高5.9cm。 7H区 整地層出±6

06  素地は良好だが、呉須はあまり精良なものを使用していないためやや褐色味を帯びており、釉 も全体に灰

褐色となる。体部外面に描かれた文様は、退化が著しく、本来何を意図したものであったかはっきりしないが、

皿 (24)に描かれた牡丹や草花文がさらに退化したものかと思われる。見込に一重の円圏があり、中央に判読不明

の記号が置かれる。口径9。 8cm、 器高4.8cm。 1l D区 )S F05よ り出土。

07  体部外面に網手文を配した茶碗。高台内中央には、二重円圏に判読不良のす字が置かれる。口径 11.3cm、

器高5.5cm。 1lLttS D51出 土。

08  全体に薄手で高台の低い茶碗である。体部外面は、円窓に秋の意匠を配 し、円窓の間を氷割文で埋める。

日径 10.2cm、 器高4.6cm。 4 GttS L04出 土。

09  素地は薄手で緻密。体部外面いっぱいに空を群舞する鶴を描 く。鶴は上下 2段構成。類例が井伊家伝来資

料の中にある。湖東焼か。国径9.6cm、 器高4.8cm。 8H区整地層内出土。

10  素地は精級で、呉須には透 きとおるような深みのある発色がある。釉にほのかな青味がかかる。体部外面

に細い線描にて菊花と漢詩を配す。見込には二重円圏内に成化年製の文字。高台内中央にも二重角枠内に隷書風

の書体で「春」の一字を置 く。井伊家伝来資料中に「春」の銘をもつ呉春の作品があり、その作風に似 る。湖東

焼か。口径 8。 8cm、 器高4。 lcm。 9K区整地層内出土。

11  素地は緻密で比較的薄手の作品。体部外面に退化 した波に千 `鳥文様を描 く。見込には「寿」の一字が配さ

れる。口径10,6cm、 器高5.5cm。 1lD tt S F05内 出土。

12  体部外面に退化した松竹梅文様を配 した茶碗。見込にも竹文様が 1つ置かれる。口径 10.8cm、 器高 5。 9cm。

1lDttS F05出 土。

13  呉須・釉 ともに褐色を帯びた作品。体部外面に「寿」の捻文様などが配される。見込に判読不良の一字。

口径9.5cm、 器高5.lcm。 6 C ttS F01内 出土。

14  口縁部がわずかに寄せ口となり、内部へ抱える形態 (C類 )の茶碗。体部外面には、既述の茶碗 (09)に 良 く

似た鶴の群舞する姿が描かれる。そして見込に亀が一匹ひそむ。めでたい意匠の茶碗である。本例も湖東焼の可

能性が考えられる。国径8.5cm、 胴部最大径8.7cm、 器高5.8cm。 8J区整地層内出土。

15  体部外面および口縁内佃1に横位に連続する理略繋文を描いた半筒形の茶碗。高台脇に宝巻文がめ ぐり、見

込中央には印半J手五弁花文を置 く。日径 7.6cm、 器高6.Ocmを 計る。121 tt S D50出 土。

16  半筒形の体部にわずかな高台がついた小型の茶碗。素地は級密で器壁は薄い。呉須の発色も良好。体部外
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面には山水図が描かれる。口径7.lcm、 器高4.5cm。 13Ktt S D56出 土。

17  腰を丸 く立ち上げた半筒形の茶碗。素地は緻密で、比較的薄手の良品。体部外面いっぱいに網手文が描か

れる。口径10.6cm、 胴部最大径 11.lcmと わずかに寄せ口となる。器高は
5.4cm。 7 DttS D13出土。

18  素地は灰褐色を呈 し緻密。高台を除いた部分に灰釉がかかる。胴部外イ員]に は 3条の横位の凹線が走 り、鉄

釉の笹文がワンポイントとして描かれる。見込には 3つの小さな目跡が確認される。
国径 11.3cm、 器高6.Ocm。 14

」区整地層出土。

19  比較的なだらかに立ち上がる胴部に、やや外反気味の回縁がつ く。素地は灰白色。胴部下半より腰部にか

けてヘラ削りを施 し、内面および外面上半部に鉄釉をかける。鉄ポ由は褐釉
の上から黒釉が散っている。口径10.5

cm、 器高7.lcm。 遠侍 (A)地区出土。

20  緻密な肌の内外面に、梅樹 とそのまわりを飛び交う鶯の姿を失胆に描いた染付の茶碗。呉須の発色は良好

で、その透きとお ?た線のにじみが面白い。湖東焼の作品か。国径 9。 4cm、 器高
5。 lcm、 高台高1.5cm。 121 ttS D

50出土。

急須

21  球形に近い胴部に、把手と注口を付け、甲盛 りの蓋がのる。胴部と蓋には菊や梅などの草木が大胆かつ生

々とした筆致で描かれている。把手下面に楷書で「湖東」の 2文字がひそむ。盛期の湖東焼
の優品である。湖東

焼の急須にはいくつかの特色がある。まず、器壁がた
いへん薄いこと。そして、蓋がある特定の位置以外では開

かないよう綿密に成形されている点。一方、底部は糸切 りをして削ったも
のではなく、一度底部を切 り取って、

別に造った薄手の皿状の底を、凹面を内4員1に して貼り付けたも
のである。その結果、底部は著しく内反 りとなる。

ところで底部の貼 り付けには「どべ」と称す水分の多い泥土が使用される。
この「どべ」は、こうした接合以外

にも、底部や蓋裏の凹面に、さざえの蓋にある渦巻のような螺旋状
の突起をつける際に用いられる。それは、凹

面を一端平滑に仕上げた上で、「どべ」を箆先につけて意図的に作 り出し
たものである。茶の湯において、名茶碗

の高台内に蛤尻 (に なじり)と 称す渦巻が散見されるが、高級品を指向し
た湖東焼は、どうやらそのあた りにヒン

トを得て、それを意図的に急須その他各器種に応用したようである。とまれ、以
上述べてきた湖東焼急須の特色

を、本例はすべて兼ね備えている。口径6.4cm、 底径51 6cm、 胴部最大径
8.5cm、 総高7.lcmを それぞれ計る。1l D

区 S F05出土。

鉢

22  半筒形をした陶製の鉢。本来は蓋付であった挙予想される。素地は灰褐色を呈し、高台を除いた体部内外

面に灰釉がかかる。胴部には、さらにその上
へ鉄釉による幅 l cm余の帯が 2重 にめ ぐっている。見込に小さく3

つの目跡が残る。口径 10,7cm、 器高8.5cm。 庭園(E)地区整地層出土。

行平鍋

23.浅 鉢形の胴部に把手と注口を付け、蓋をのせた行平鍋。赤褐色の素地を生かし、とびカンナ痕を幾重にも

めぐらせて飾るd把手と注口部それに蓋裏のみ灰釉がかかる。把手表には意味不明ながら浮文様が施されて
いる。

この手の行平鍋の場合、通常浮文様として蝉などの昆虫が
いし草木などが表現されていることが多く、裏に大き

く楷書で「湖東」 と浮文様が入る。現在 も湖東焼の窯跡で多く採集する
ことのできる資料であり、湖東焼の歴史

の中では比較的新 しい所産 と解される。国縁端は S字に外反し、蓋が重なり易くなるよう
工夫されている。口径

16.4cm、 底径6.5cm、 総高12.5cm。 5 DttS E01出土。
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皿

24  見込 と周囲を円圏で画 しながら、退化した牡丹 と草花文を描が。く。素地は緻密だが、呉須は褐色味が強 く、

釉も同色にややにごっている。見込に目跡が 5つ確認される。口径 13.8cm、 器高3.Ocm。 1lDttS F05出土。

25  白磁肌を基調とする菊皿。日縁端は褐釉で回紅を施して飾る。口径 14.6cm、 器高3.5cm。 1l E区整地層出土。

蓋

蓋には磁器製のものと陶器製のものの 2様があり、形態からみると、浅い茶碗をひっくり返した形状のもの (A

類 )、 低い山形の頂部に宝珠つまみを持ち下部にかえりが付すもの (B類 )、 比較的扁平でつまみがなく、かえりが

わずかに認められるもの (C類 )、 大型で内反りした中央につまみを形成するもの (D類 )、 A類に形状が似るが大型

で扁平なもの (E類 )に分けることが可能なようである。A類は明らかに茶碗の蓋であり、26・ 27の 2例 ある。 B類

は土瓶の蓋。大小があり28-32の 5例。C類は33-36。 33は 中央に 17Lが穿たれてお り、別材のつまみを挿入して

いたとも考えられ、やや異質である。C類は小型の鉢などに供された蓋か。D類は鉢や貯蔵用甕の蓋。37と 38が相

応しよう。 E類は39の 1例で、行平鍋の蓋と考えて相違あるまい。以下、順次その概要を記すことにしよう。

26  素地は緻密で、釉にほのかな青味がある。蓋表にやや簡略化された牡丹唐草文が描かれる。湖東焼に類例

あり。□径9.lcm、 器高2.6cm。 試掘調査時に出土。

27  26同様に素地が緻密で、呉須の発色がすばらしく、釉に青味がかかる。蓋表には銘花十友図が大胆かつ精

級に描かれ、その一部は蓋裏にまで連続する。よくみると、蓋表の高台わきは、箆を使用し、 7回で 1週するよ

うに曲面をカットしている。いわゆる削ぎ箆であり、奇をてらった粋な処置と解される。同様に高台内にも、先

述の蛤尻が認められる。湖東焼の作品である可能性が高い。国径8.4cm(器高2.6cm。 6G区整地層出土。

28  低い山形の頂部に宝珠つまみを付け、下端にわずかなかえりを設けた土瓶用の蓋。灰褐色の素地に乳白色

の釉をかけ、鉄釉などで簡易な連続文様を配す。乳白色の釉には細かい亀裂が入る。径7.6cm、 器高3.8cm。 1l E

区整地層出土。

29  28と 同様の器形。褐色の素地の蓋表のみ乳白色の釉をかけ、さらに鉄釉 と灰釉で簡易な連続文様を描 く。

径7.6cm、 器高3.Ocmを 計る。 8G区 整地層出土。

30  比較的扁平な体部の中央に、粘土紐を一度ひねって貼り付けたつまみが付 く。下端にはわずかなかえりが

ある。素地は乳褐色。蓋表には灰褐色の釉をかけ、その上に赤 。緑 。白などの色絵を配す。緑は退色が著しい。

径7.6cm、 器高2.2cm。 1lHtt S X08出 土。

31  扁平な体部中央に宝珠つまみを置き、下端にはかえりがある。黒灰色の暗い素地の蓋表のみ白釉をかけ、

呉須と鉄釉で簡易な文様を描 く。径 7.3cm、 器高1.8cm。 7 FttS D13出土。

32  大型の土瓶蓋。灰褐色の素地の蓋表のみゴマ塩風の釉がかかる。その上から鉄釉と呉須で連続文様が描か

れる。径 11.2cm、 器高4.4cm。 試掘調査時に出土。

33  山形の頂部に 1孔 を穿った蓋。別材のつまみが挿入されていたのであろう。素地は黒褐色。蓋表は同心円

状の凹凸を削 り出し、そこに呉須と白釉を塗 り分ける。径4.8cm、 器高2.5cm。 8F区 整地層出土。

34  扁平な円板状の体部下端にわずかなかえりをもつ蓋。素地は乳白色で比較的級密である。呉須で笹と遠山

が描かれる。径5.6cm、 器高0.5cm。  7 DttS D13出土。

35  扁平な台形の下端にかえりを作 り出した蓋。蓋表とかえりの内部に灰釉をかける。径6.7cm、 器高1.3cm。

101区整地層出土。

36  中央を円形に窪ませ、そのために下端のその部分が突出した小型の蓋。かえりはなく、形状は次の内反 り
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タイプに似るが小型である。灰褐色の素地に乳白色の釉がかかる。径4.7cm、 器高0.9cm。 8G区整地層出土。

37  内反 りした蓋表の中央につまみを置 くもの。つまみは亀の姿。亀は頭をもたげ、甲には亀甲文が刻まれる。

褐色の素地に乳白色の釉がかかる。釉下に素地の褐色の肌が透けて、微妙な色あ
いを呈している。径9.5cm、 器高

1.8cm。 5 HttS D03出 土。

38  内反 りにした上端を水平方行に内外へ張 り出した形の蓋。蓋表中央には、円板の両側をはさみ起こしたつま

みが置かれる。素地は褐色できめが細かく、蓋表のみ灰釉がかかる。径 13.3cm、 器高2.8cm。 6 CttS F01出 土。

39  行平鍋の蓋。薄手で、灰褐色の素地に内外とも黄釉がかかる。蓋表には線亥Jで同心円文を施 して飾 りとす

る。径16.Ocm、 器高3.4cm。 15 L tt S X14出 土。

徳利

40  筒状の胴部に比較的大型の回頸部が付いた染付徳利。胴部には、声間に遊ぶ鶴が 1羽大胆に配されている。

素地は精良。湖東焼か。口径3.3ё m、 底径6.2cm、 器高17.5cmを計る。 5 DttS E01出土。

41  中大の胴部に小さく口頸部が付いた徳利。胴部中位の 3ヶ所が窪み、表面全体に灰釉がかかっている。瀬

戸美濃系の徳利。胴部最大径8.5cm、 器高 19。 lcm。 7 DttS D13出土。

42043  丸みを帯びた胴部に、外反する口頸部が付いた小型の徳利。褐色の素地に自釉を漬けかけする。43の

底部には回転糸切 り痕が明瞭に残る。42の胴部最大径5.Ocm、 底径3.3cm、 器高9.2cm。 43の胴部最大径
4.8cm、 底

径3.3c五、器高8.Ocmを 計る。42は 7 DttS D13出±。43は 9 JttS D45出土。

盃

44  体部内外面にわたり梅樹を描いた染付盃。体部外面は曲面を箆で連続的に切 り取って削ぎ箆とする。高台

内には蛤尻がある。素地は緻密で、呉須の発色も良い。湖東焼か。口径6.8cm、 器高3.lcm。 6G区整地層出土。

45  体部をS字状に立ち上がらせた染付の盃。体部外面はロクロロが意識的に強調されている。見込 と高台内

には蛤尻風の渦巻を施す。呉須の発色は良好で、釉にはわずかな青味がある。これも湖東焼か。
口径6.7cm、 器高

3.16m。 9G区 整地層出土。

焼塩壺

4604フ  焼塩壺の身。46は裁頭円錐形の型に粘土板を巻きつけ、底部を貼り足したもの。型は芯に平織 りの布

を巻きつけていたようで、その圧痕が内側に良く残っている。外面は
ヘラで整形されているが、その際口縁端は

外傾斜に面取 りする。蓋を密着させるための所為 と解される。口径5.8cm、 底径4。 3cm、 器高
6.8cmを 計る。 7H区

S D24出土。47は 身の一部。46同様に粘土板を巻きつけ、底部を貼 り足したものと思われる。底部貼り足しの痕

跡が、内面の粘土ひずみとなって遺存する。胴部中位に刻印が押されており、最後
の文字「生」のみ判読される。

類例語Ъ察して、生産地「泉州麻生」を印したものであろう。 7F区整地層出土。

48-54  いずれも焼塩壺の蓋。48は 円板形の粘土の片側に球形の型を押しあてて断面孤状の蓋 としたもの。型

には布が巻きつけられていたようで、その圧痕が残る。49-54の蓋は、いずれも円板形の粘土の片佃]に 、それよ

リーまわり小さい円柱形の型を強く押しあてて蓋としたものである。その結果、蓋は逆凹字形
の断面を呈す。型

にはやはり布を巻 きつけていたようで、その圧痕がいづれの蓋にも確認される。圧痕を残す凹部
の径が身の外径

に相応するよう計算されているのであろう。各蓋の径 と厚さは、48が6.lcmと 1.7cm、 以下49は 7.3cm。 1.2cm、
50

は7.6cm・ 1.7cm、 51は 8。 lcm・ 2.lcm、 52は 7.8cm。 2.lcm、 53は 7.9cm。 1.9cm、 54は 7.9cm・ 1.8cmを それぞれ計る。

48は 8J区整地層、49は 1lJttS P 7、 50は 7F区整地層、51は 7H区整地層、52は 13Ktt S D56、 53は 7H区

S D24、 54は 7 HttS D24出土。出土地点の多くが表向の御料理之間や御皇所の位置にあたる点は留意される。
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灯明皿

55-58  素焼きの不型を呈すかわらけを、灯明皿に転用したもの。55・ 56・ 58の 3点は素地が赤褐色、57は灰

褐色を呈す。いずれも口縁部に灯心の煤が炭化して付着しており、58は 当初より内側を黒 く塗って仕上げる。国

縁の立ち上がりは、55056・ 58はおだやかに孤を描 くが、57は大きく屈曲して比較的直線的な立ち上が りを示す。

軸輔を引いて制作し、不部内面と口縁部外面はナデ仕上げ。口縁部以下の外面は左まわりの細い箆削 り仕上げと

する。 4点 いずれも不部内面の屈曲点あたりに一条の沈線がめ ぐっている。口径 。沈線の径・器高は、55が12.3

cm。 9.lcm・ 2.lcm、 以下同様に56は 12.3cm。 9。 2cm・ 2.3cm、 57は 14.2cm。 9.5cm・ 2.6cm、 58は 12.7cm・ 8.8cm・ 2.

lcm。 いずれも7 HttS D24出土。

瓦炉

59  瓦質の灯明皿。砲弾形の上側部にハー ト形の窓をあけ、背面上部には通気孔が 1孔設けられている。頂部

には松笠をアレンジした突起を付し、そこに 1孔を穿って釣部 とする。体部外面はヘラミガキを施 してあり、銀

色に輝 く。内部はナデ仕上げ。ユビ押さえなどによる圧痕が顕著に残る。底部には墨書で「三拾五」 と記す。底

径 16。 4cm、 器高15.4cm。 5 DttS E01出土。

火鉢

60  胴部から口縁に至るまで丸 く収めた瓦質の抱火鉢。比較的高めの揆形を呈する脚が付 く。脚には対角線上

に各 1孔計 2孔の円孔が穿たれる。口縁部にも2孔を 1単位 とする円孔が認められる。体部外面は平滑にナデ上

げており、肩には上下の沈線の間を、花菱のスタンプ文様が横位に連続する。寄せ口となった口径 15.7cm、 器高

18。 6cm。 6 CttS F01出土。

植木鉢

61  筒形の体部に、外へ水平に張り出す口縁を付 した植木鉢。底部中央に 1孔が穿たれる。体部外面には特色

ある河骨文様が削り込まれ、その上から緑と黄の釉が流し推卜けされる。体部内面はハケで鉄釉を塗る。瀬戸産。

口径31.2cm、 底径 19.Ocm、 器高20,7cmを 計る。1l l tt S X06の す ぐ南で、倒立状態で出土したもの。

建水

62  比較的浅い餌春 (え ふご)形 を呈する陶製建水。体部内外面に褐釉を施 し、さらに黒釉を肩からかけてそ

の流れを楽 しむ。底部はヘラで面取 りをするが、意図的に荒 くすることで佑た風情をかもし出す。底部には二重

小判形枠に楷書で「湖東」の銘が付される。器高7.4cm。 奥向12L区の局棟をめ ぐる溝 S D55よ り出土。

香炉

63  空 ll■用の染付小型香炉。口縁端は内側に折 り返して煙返しとする。高台は円板貼 り漬け高台。体部外面に

は草花文様が描かれる。呉須はやや褐色味を帯びている。口径5.2cm、 器高3.5cm。 13LttS L13出 土。

筆筒

64  わずかに胴の張った円筒形の筆筒。器壁は比較的薄い。素地は灰褐色を呈し、透漆を塗って焼成後、赤青

黄緑の釉を使って色絵を施す。絵柄は竹葉に枝折れの草木。底部には墨書があり「ロロカ ロ トテ」と判読され

る。意味不明。口径及び底径は5.5cm、 胴部最大径6.lcm。 器高は10.4cm。 13Ktt S D55出土。

水滴

65  染付の箱形水滴。一隅に注口を穿つ。表面には、机にむかい書をしたためる子供の姿を浮彫 りにする。机の下

あたりのみ呉須がかかるが、他は白磁質の釉でおおわれる。4.9cm× 3.6cm、 厚さ1.3cm。 7 EttS D13出 土。

66  青磁の花瓶形水滴。つ くりは偏平。胴部には表裏とも、花に舞う蝶の姿が浮文様 として表現される。器高



4.3cm、 胴部最大径2.5cm。 10J区整地層出土。

散蓮華

67  陶製の匙。散った 1弁の蓮華に似るところから付けられた名称だが、文字通 り1弁の蓮華が型押しされて

いる。蓮華の周囲は七宝のつなぎ文様がめ ぐり、その部分のみ瑠璃釉を施す。 31区整地層出土。

箸置

68  白磁質の鳥形を呈する箸置。羽を重ねて休む姿の鳥をうまく箸置にみたてた作品。長さ5.5cm、 幅2.7cmを

計る。14L区整地層出土。

神酒徳利

69  神前にそなえることを目的に作られた小型の染付徳利。玉壺春形 (い わゆるらっきょう形)の体部に玉縁の

回縁が付 く。体部外面には簡略化された松竹が描かれる。口径 1.7cm、 胴部最大径4.Ocm、 底径2.7cm、 器高5.8cm。

10F区整地層出土。

仏帥具

70  仏にそなえる米飯を入れる小型の器。椀状の体部に高い脚部が付 く。体部外面には、淡い呉須を使用して

蕨手唐草文が描かれる。脚は中実の筒部 と末広が りの台部から構成され、両者間に段を有する。椀部口径6.6cm、

高さ3.lcm、 脚部下端の径4.Ocm、 高さ2.9cm、 総高6.Ocmを 計る。12LttS D54出 土。

紅入

71  不部にわずかな高台を付した紅入。内外面とも白釉をかけた陶器である。郊部外面には蕨手唐草文が型押

しされる。口径6.2cm、 器高 1.4cm。 8F区整地層出土。

72  71と 同器形、同仕様の紅入。不部外面には二枚貝風の文様が型押しされる。口径4.8cm、 器高1.5cm。 51

区 S V06出土。

73  不部に高台を付した染付紅入。体部外面には、若松と鶴が対峙的に精緻に描かれており、小器ながらしっ

かりした作品に仕上っている。口径4.9cm、 器高1.2cm。 121 tt S D60出 土。

雛茶碗

74  口縁に向かって緩やかに立ち上がる飯茶碗形の染付雛茶碗。体部外面には萩が可憐な姿に描かれる。雛茶

碗は雛道具の一具 としても現存するが、茶碗の雛形として小児の玩具などにも用いられたであろう。日径2.4cm、

器高1.5cm。 庭園(E)地区出土。

75  口縁端が外反する端反回の雛茶碗。高台脇以下の一部は露胎となる。口径2.9cm、 器高1.6cm。 10K区整地

層出土。

その他の遺物

ガラス製品

76  不透明の褐色ガラスを使用したワインボトル。奥向で多数出土したが、本例はその中で最も遺存が良好で

あったもの。肩がわずかに張 り、底部は大きく内反する。□縁部には著しい凹凸が認められる。肩部径8.8cm、 底

径7.9cm、 器高29。 4cm。 12E区園池出土。

77  緑色ガラスの小瓶。気胞を多く混入するが、比較的薄手の作。型物であることを示す縦位の鰭状はみだし

が対する 2ヶ 所で確認される。口縁部が若千欠損する。 8F区整地層出土。
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木製品

78  紫檀製の小物入。各稜を唐戸面に削 り出す。日は合わせ口とし、小物を入れるため内面を今Jり 貫いている。

13.6cm× 5。 7cm。 厚さ1。 4cm。 1lKtt S E05出 土。

79  短冊形をした付札。上端近 くに 1孔 を穿ち、そこに紐を通 して荷に結えていたもの。 4隅は面取 りが施 し

てあり、表裏に「於左枝との 屋とより □□□」と「堀居博次様 さえ □□□」の墨書がある。最後の 3文

字は表裏 とも「かくし」か。「さえ (左枝 )」 は局に勤める侍女の名であろうか。下端幅3.lcm、 上端幅 3.5cm、 長

さ16.Ocmを 計る。1lKttS E05出 土。

石製品

80  長方形の小型硯。硯縁の多くが割れて遺存しない。墨池は浅い。鉄釘が溶着してしまっている。12.4cm×

6.3cm。 厚さ1.4cm。 8F区能舞台漆喰桝内出土。

31  -般 的な長方形の硯。墨を磨る墨堂部には右上から左下へ斜めに走る使用痕が著 しい。所有者が相当癖の

ある使用を重ねた結果であろう。硯背には、墨堂裏あたりに深さ数 mmの浅い掘 り落とし(覆手・ふしゆ)が認めら

れる。机上で安定良くするための所為という。16.4cm× 7.5cm。 厚さ2.4cm。 5 DttS E01出 土。

金属製品

82  銅地に銀で飾った替。銅線を二つ折 りにして先端を尖らせ、折 り曲げた所に円板を貼 り付ける。円板には、

表裏 とも羽を広げた蝶の文様を配している。全長16.2cm。 円板径1.3cmを 計る。13Ktt S D56出 土。

83  表御殿跡からは多数の煙管片が出土したが、この煙管はそのなかでは特殊な形態を示す煙管。円筒形の火

皿の下腹部に直接ラウが付 く。ラウは直線的に伸びて吸口に至る。吸回の形態もいささか異色で変化に富み、端

部はラッパ状に開いて終る。素地は銅製だが、表面を銀で飾っている。火皿の径 0。 8cm、 ラウの径 0。 6cm、 吸口径

0.7cm、 全長9.7cmを 計る。 9H区整地層出土。

34  吸口からラウそして雁国の首部までを一枚の銅板を巻いて作 り、そこに火皿を付 したもの。吸回はわずか

に開き気味 とする。首部の脂返しの湾曲は小さい。火皿の径1.Ocm、 ラウの径0.9cm、 吸口径 0.6cm、 全長12.4cm。

9H区整地層出土。

85  表御殿跡出土例の多数を占めた煙管。大小があるが、本例は大の部類に属す。比較的大型の火皿に、ゆる

やかに湾曲した脂返しが付 く。ラウは雁首内にわずかにその木質を残すのみ。吸回はしだいに径を細めて端部に

至る。火皿の径1.5cm、 ラウの径 1.2cm、 吸口径 0。 4cm、 雁首長7.3cm、 吸口長9.3cmを 計る。遠侍 (A)地区整地層出土。

86  ここで紹介する渡来銭は、 4H区で検出した土城 (S K04)よ り出土したものである。その出土状況の詳細

については遺構の項で述べたが、拡底よリー括出土している。いずれも円形方孔のもので、古 くは唐の「開元通

費」より宋の「政和通賓」まで16種76枚 を数える。それら 1つ 1つの細かいデータは表 7に 示したとお りである。

江戸期の遺構であるにもかかわらず、寛永通賓を 1枚 も伴出しない点が留意されよう。江戸時代前期の貨幣史を

簡単にふ り返ると、慶長13年 (1609)に 徳川家康によって永楽銭の使用禁止が命じられ、寛永13年 (1636)、 初めて

寛永通賓が鋳造される。そして寛文 10年 (1670)、 寛永通賓以外の銭貨の通用を禁止する御触書が出されている。

これらのことから、江戸時代初期においては、寛永通賓の普及はいまだ遅々としたものであり、その間隙を従来

の渡来銭が埋めていた様子が知られる。ところで、近年の近世遺跡の発掘例をみると、どうやら18世紀前半頃ま

で渡来銭を使用していたようである。ただし、その使用用途は備蓄銭の他、六道銭や奉賽銭など、流通貨幣とし

ての用途 とはいささか異なる場合が多いようである。本例なども、出土遺構や状況を加味すると、奉賽銭として

埋置された可能性が考えられる資料である。



幣
号
貨
番 名  称 時代。初発年次

法 銭  文
備   考

径(m田 ) 厚(mm) 重量(g) 読方 書体

開元通費 唐 24.50 対読 真書 背 に 甲文

開元通費 唐 24.95 1.15 対 読 真書 背に甲文

開元通費 唐 。 621 24.35 1 10 対読 真書

開元通費 唐 23.95 0.85 対読 真書

開元通費 唐・ 621 25.00 1.05 対読 真書 背に甲文

至道元賓 宋 。995 24.70 1.05 川頁言売真書

至道元賓 宋 ・ 995 24.70 1.15 ‖1頁言売行書

至道元費 宋 。 995 24.70 1.15 順読 草書

祥符元贅 宋 。1008 25.00 1 20 真書

祥符元責 宋 。1008 24.75 1.25 順読 真書

祥符元費 宋 。1008 24.20 1.15 真 書

祥符元賓 宋 。1008 24.40 1.30 真書

祥符元責 宋 。1008 25.30 1.15 真書

天直通費 宋 24.10 1.35 川貢言売真 書

天蒋通費 宋 25.40 川頁言売 真書

天直通費 宋 25 35 真書

天直通費 宋 25.30 川頁言売 真書

天聖元責 宋・1023 24.65 川頁言売 真書

天聖元費 宋 。1023 24.85 順読 真書

天聖元責 宋 。1023 24.55 1.05 ‖1頁言売 真書

景祐元賓 宋・1034 24.35 1.35 川貢言売 真書

景祐元費 宋 。1034 24.80 1.00 川頁言売 真書

景祐元賓 宋 。1034 24 90 1.00 川頁言売蒙書

皇宋通費 宋 。1037 24.45 1.00 対読 真書

皇宋通費 宋・1037 24.55 1.15 対 読 真書

皇宋通費 宋 。1037 24.00 1.30 対 読 真書

皇宋通賓 宋 。1037 24.20 1.10 対読 蒙書

皇宋通費 宋 。1037 24.30 対読 蒙書

皇宋通費 宋 24.90 1.30 対読 蒙書

皇宋通費 宋 24.25 対読 蒙書

至 和 元賛 宋 。1054 24.25 真書

至和元責 宋 。1054 蒙書

嘉祐元賓 宋 。1056 24 85 蒙書

嘉祐通費 宋 。1056 24.25 1.20 対読 真書

嘉祐通費 宋・1056 24.55 1.45 対読 真書

嘉祐通責 宋・1056 25.10 1.05 対読 真 書

嘉祐通費 宋 。1056 24.35 1.35 対読 蒙書

治平元賓 宋 。1064 23.40 1.30 川頁言売 真書

表 7 D地区 S K04出土渡来銭一覧表

証

① 『小企画展湖東焼展示図録』 彦根城博物館 1988

② 上田秀夫「14-16世紀の青磁碗の分類についてJ『貿易陶磁研究』NQ 2 日本貿易陶磁研究会

③ 渡辺誠 「江戸の焼塩壺」『季刊考古学』13 1985

④ 亀田駿一「近世の渡来銭」『出土渡来銭』考古学ライブラリー45 1986

幣
号
貨
番 名  称 時代。初発年次

法 銭  文
備   考

径(mm) 厚(mm) 重量(g) 読 方 書体

治平元賓 宋 。1064 24.25 1.30 川頁言売 真書

治平元賓 宋・1064 23.90 1.25 川頁言売蒙書

台平元賓 宋・1064 23.95 1.30 川頁言売 家書

熙寧元賓 宋 。1068 23.85 川頁言売 真書

熙寧元賓 宋・1068 23.70 1.30 川頁言売裳書

元豊通費 宋 。1078 24.45 1.10 川頁言売 行書

元豊通費 宋 。1078 22.95 力1頁言売 行書

元豊通費 宋 。1078 24.55 1.05 川貢言売行書

元豊通費 宋 。1078 23.85 1.40 川頁言売 行書

元豊通費 宋 。1078 25.00 川頁言売 行書

元豊通費 宋・1078 23.95 1.15 順 読 行書

元豊通費 宋・1078 24.05 川頁言売 行書

元豊通費 宋 。1078 24.35 川頁言売 行書

元豊通費 宋・1078 24.25 1.50 力1頁言売 行書

元豊通費 宋・1078 24.45 順読 行書

元豊通費 宋・1078 25.00 行書

元豊通費 宋 。1078 23 85 1.25 川頁言売行書

元豊通費 宋 。1078 24.65 1.45 蒙書

元豊通費 宋・1078 24.20 1.05 蒙書

元豊通賓 宋 23.60 1 20 蒙書

元豊通費 宋 23.80 1.25 蒙書

元豊通費 宋 23.55 1.45 蒙書

元祐通賓 宋 24.05 1 25 真書

元祐通費 宋 。1086 24.45 1.25 蒙書

元祐通費 宋 。1086 1.15 順読 蒙書

元祐通費 宋 。1086 23.80 1.20 蒙書

元祐通費 宋・1086 23.80 1.20 順読 蒙書

元祐通費 宋 。1086 23.85 1.15 蒙書

紹聖元費 宋 24.80 1.15 川頁言売真書

紹聖元賓 宋 。1094 23.70 1.25 川頁言売真書

紹聖元費 宋 。1094 23 90 1.05 3.2 真書

紹聖元賓 宋 24.60 1.20 真書

聖宋元賓 宋 24.05 1.40 順読 真書

聖宋元費 宋 23.75 1.20 川頁言売蒙書

聖宋元費 宋 24.75 1.40 川頁言売蒙書

政和通費 宋 。1111 24.65 1 25 対言売真書

政和通費 宋 24.30 1.20 対読 真書

政和通費 宋 24.30 1.20 対読 蒙書
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